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外
川
仙
人
堂
信
仰
の
展
開

　
　

佐
藤
　
優

　
　
　

は
じ
め
に

　

出
羽
三
山
信
仰
の
研
究
は
、
戸
川
安
章
の
一
連
の
研
究
を
中
心
に（

1
（

、
岩

鼻
通
明（

（
（

や
宮
家
準（

（
（

な
ど
に
よ
っ
て
、
多
様
な
信
仰
的
特
質
が
こ
れ
ま
で
明

ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
岩
鼻
は
、
近
世
の
出
羽
三
山
参
詣
「
旅

日
記
」
を
分
析
し
、「
近
世
期
の
社
寺
参
詣
全
般
が
循
環
的
行
程
を
有
し

て
い
た
」
と
い
う
仮
説
を
提
示
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
構
造
は
「
社
寺
参

詣
の
旅
を
「
物
見
遊
山
」
に
終
始
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
社
寺
の
聖
性

の
喪
失
を
回
復
す
べ
く
創
意
せ
ら
れ
た（

4
（

」
も
の
と
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、近
世
の
出
羽
三
山
参
詣
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、

山
形
県
最
上
郡
戸
沢
村
大
字
古ふ
る

口く
ち

に
鎮
座
す
る
外
川
仙
人
堂
で
あ
る
。
と

い
う
の
は
、
こ
の
社
が
出
羽
三
山
参
詣
者
の
拝
所
と
し
て（

（
（

「
羽
黒
道
者
錫

杖
振
り
は
じ
め
の
社
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り（

（
（

、
千
葉
県
及
び
神
奈
川

県
横
浜
市
に
も
出
羽
三
山
信
仰
と
関
わ
る
形
で
勧
請
さ
れ
た
こ
と
も
指
摘

さ
れ
て
い
る（

（
（

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
先
学
の
研
究
を
受
け
、
筆
者
も
享
和

三
年
（
一
八
〇
三
）
に
仙
人
堂
が
版
行
し
た
略
縁
起
を
分
析
し
、
横
浜
へ

の
勧
請
経
緯
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
こ
と
が
あ
る（

（
（

。

　

こ
う
し
た
研
究
か
ら
外
川
仙
人
堂
は
、
出
羽
三
山
信
仰
と
関
わ
り
な
が

ら
信
仰
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
見
通
せ
る
。
ま
た
、
地
域
ご
と
の
信
仰
実
態
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も
各
報
告
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
、
最
上
に
お
け
る
信

仰
実
態
と
勧
請
地
域
に
お
け
る
そ
れ
と
を
総
体
的
に
把
握
し
、
出
羽
三
山

信
仰
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
も
目
配
り
し
な
が
ら
、
こ
の
信
仰
の
展
開
に

つ
い
て
論
究
し
た
研
究
は
少
な
い
と
い
え
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
外
川
仙
人
堂
の
近
世
期
か
ら
現
代
ま
で
の
信
仰

的
展
開
を
論
じ
て
み
た
い
。
具
体
的
に
は
、
社
へ
の
奉
納
物
や
落
書
及
び

仙
人
堂
を
管
理
し
て
い
た
修
験
者
が
版
行
し
た
略
縁
起
と
略
絵
図
を
分
析

し
、
外
川
仙
人
堂
の
近
世
期
か
ら
現
代
ま
で
の
信
仰
的
展
開
を
把
握
し
て

み
る
。
そ
し
て
、
勧
請
地
域
の
各
事
例
を
検
討
し
、
こ
の
信
仰
が
い
つ
頃

広
ま
り
始
め
、
勧
請
地
域
に
ど
の
よ
う
に
定
着
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し

て
み
た
い
。
こ
う
し
た
作
業
は
、
出
羽
三
山
信
仰
の
多
面
性
の
一
端
を
明

ら
か
に
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
近
世
期
外
川
仙
人
堂
は
、
常
陸

坊
海
尊
を
祭
神
と
す
る
伝
承
も
あ
り（

（
（

、
こ
れ
を
考
察
す
る
上
で
の
基
礎
研

究
と
し
て
本
稿
を
位
置
づ
け
て
お
き
た
い
。

　
　
　

一
、
信
仰
す
る
人
々
と
仙
人
堂

　

外
川
仙
人
堂
信
仰
史
を
追
尋
し
て
い
く
史
資
料
は
、『
資
料
集
』
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
そ
の
多
く
は
、
仙
人
堂
を
信
仰
す
る
人
々
か
ら

の
奉
納
物
や
社
殿
へ
の
落
書
で
あ
り
、
奉
納
者
と
記
載
者
は
先
述
し
た
よ

う
に
出
羽
三
山
参
詣
者
が
多
数
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。よ
っ
て
、

仙
人
堂
に
遺
さ
れ
た
史
資
料
を
分
析
す
る
場
合
、
出
羽
三
山
参
詣
が
隆
盛

を
極
め
た
背
景
と
参
詣
実
態
を
ふ
ま
え
た
議
論
が
必
要
で
あ
り
、「
寺
社

側
の
動
向
及
び
参
詣
者
の
相
互
規
定
の
中
に
お
い
て
論
ぜ
ら
れ
る（

（（
（

」
べ
き

で
も
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
本
節
で
は
、
外
川
仙
人
堂
へ
の
奉
納
物
と
落
書
を
中
心
に
分

析
し
、
こ
の
信
仰
の
展
開
を
歴
史
的
に
跡
づ
け
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
そ

の
具
体
的
作
業
と
し
て
、
先
程
取
り
上
げ
た
『
資
料
集
』
と
筆
者
の
調
査（

（1
（

か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
表
１
「
外
川
仙
人
堂
境
内
奉
納
物
及

び
落
書
年
表
」
と
し
て
整
理
し
て
み
た
。
こ
の
表
に
則
し
な
が
ら
検
討
を

加
え
て
み
よ
う
。

　

全
三
九
事
例
を
み
て
み
る
と
、
奉
納
・
記
載
時
期
と
し
て
五
つ
の
ま
と

ま
り
が
指
摘
で
き
る
。
年
代
順
に
列
挙
し
て
み
る
と
、
①
宝
暦
三
年

（
一
七
五
三
）
か
ら
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
ま
で
の
三
例
、
②
天
明
六

年
（
一
七
八
六
）
か
ら
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
ま
で
の
一
〇
例
、
③
天

保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
か
ら
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
ま
で
の
四
例
、

④
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
と
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
の
二
例
、
⑤
明

治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
か
ら
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
ま
で
の
二
〇
例

と
な
る
。

　

①
の
時
期
で
注
目
さ
れ
る
奉
納
物
は
、
石
鳥
居
で
あ
る
。
願
主
は
、
三
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表１　外川仙人堂境内奉納物及び落書年表
事例
番号 種別 奉納・記載年月日 奉納・記載者 内容概略及び備考

1 絵馬 宝暦３年（1（（（）
７月吉日

江戸四谷内藤新宿　
永井屋七右エ門
江戸木挽町五丁目

唐人かなえを捧げ
る図。

（ 絵馬 宝暦８年（1（（（）
７月吉日

江戸四谷内藤新宿
永井屋七右エ門 神馬。

（ 石鳥居 宝暦９年（1（（（）
７月吉日　

新庄　願主
三原清太夫と弟子の安住

石鳥居。高さ＝３
メートル（（センチ。

4 拝殿落書 天明６年（1（（（）
６月８日

最上大石田
庄司善兵衛 上記の内容のみ

（ 拝殿落書 天明６年（1（（（）
７月1（日

庄内酒田　木内□町
阿内　六之助 上記の内容のみ

（ 拝殿落書 天明８年（1（（（）
５月（（日

大熊助吉
岡野夘八郎 上記の内容のみ

（ 拝殿落書 天明８年（1（（（）
６月1（日

出羽庄内酒田稲荷小路
佐藤在之介　其部勘蔵 上記の内容のみ

（ 拝殿落書 寛政元年（1（（（）
５月吉日

関東常陸国真壁郡下妻町
渡邊四郎兵衛　六十七歳 上記の内容のみ

（ 拝殿落書 寛政８年（1（（（）
４月（（日

武陽　三好氏
羽柴橋　鴨田氏
白岩　伊右エ門
諸国巡国　上野氏

上記の内容のみ

10 拝殿落書 寛政11年（1（（（）
６月11日

九州筑前国遠賀郡芦屋町
きの国や　藤右エ門 上記の内容のみ

11 拝殿落書 享和２年（1（0（）
８月３日

仙台涌谷町
扇屋利惣吉 上記の内容のみ

1（ 天狗面 享和３年（1（0（）
６月吉祥日

願主
常州那珂郡上小瀬村　堀江政市
同村　橋本弥兵衛作之

鼻欠け天狗面（縦
＝4（センチ、横＝
（（センチ）

1（ 拝殿落書 文化２年（1（0（）
11月５日 大泉藩　平林氏　甲武行　石原氏 上記の内容のみ

14 縄術掲額 天保11年（1（40）
４月吉日 福嶋流縄術　姉崎喬直門人 笹原豪大夫展英ほ

か1（名

1（ 金的掲額 天保11年（1（40）
５月吉日

日置流道雪派
児玉武膳義陳門人
馬場元治郎信恭

上記の内容のみ

1（ 常夜燈 天保1（年（1（41）
２月吉日 世話人　山形　三浦権四郎　他14名

船中安全の為のも
の。奉納者は、三
浦の他に山形・大
石田・新庄・古口・
酒田の紅花を扱う
商人・船持・荷問
屋

1（ 常夜燈 天保1（年（1（4（）
５月 庄内清川　斉藤治兵衛 上記の内容のみ

1（ 金的掲額 安政４年（1（（（）
３月吉日

日置流道雪派
水原良蔵親暢門人

可児久次郎長盛ほ
か（（名

1（ 金的掲額 慶應２年（1（（（）
８月吉日

日置流道雪派
水原良蔵親暢門人

小山志津江良歖ほ
か11名

（0 絵馬 明治11年（1（（（）
８月吉日

最上郡新庄五日町村山中米蔵　渕斎
筆

貴人白糸の滝を見
る図

（1 絵馬　 明治（（年（1（（0）
旧８月吉日

羽前国西田川郡鶴岡町　大字最上町 
加藤傳之助父 参詣絵馬
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事例
番号 種別 奉納・記載年月日 奉納・記載者 内容概略及び備考

（（ 奉納剣 明治（（年（1（（4）
７月吉祥日

宮城県陸前国栗原郡柳岡村　高橋重
左衛門敬白 念願成就奉納剣

（（ 絵馬 明治（（年（1（（4）
□月吉日　

山形県東田川郡渡前村　成沢喜之助 
金之助絵 参詣絵馬

（4 天狗面 明治（（年（1（（（）
７月1（日

山形県飽海郡田沢村大字山元
阿部夘之七

鼻高天狗面（縦＝
4（センチ、横＝（（
センチ）

（（ 絵馬 明治（（年（1（（（）
７月吉日 横山村　遠藤與七 船絵馬、長久丸

（（ 絵馬 明治（（年（1（（（）
10月吉日

西田川郡東郷村大字成田新田　小林
喜平治 参詣絵馬

（（ 絵馬 明治（4年（1（01）
旧７月吉日　

山形県西田川郡東郷村大字成田新田 
願主　青山五郎太 風景絵馬

（（ 奉納剣 明治40年（1（0（）
５月

東田川郡東栄村関根　願主　玄渡与
平治 上記の内容のみ

（（ 落書 明治41年（1（0（）
９月14日

歩兵第（（聯隊甲種　越中国滑川町大
字中町１丁目
石倉秀達　（1才

第1（（番とある

（0 絵馬 大正元年（1（1（）
８月吉日

兵庫県城崎郡奈佐村内福城寺村　岡
田チエ乃
群馬県前橋市　母マキ　（（才　長沼
与助　２才
富山県柿井郡音川村　松田良　（（才
女　スヨ子　（4才
新潟県古志郡六日市村字妙見　坂詰
関造　40才

上記の内容のみ

（1 神鏡 大正1（年（1（（4）
７月７日　

飽海郡日向村大字赤利　兵藤子之助
東田川郡十六合村千本杉　石川藤助
作者　平野出羽守

上記の内容のみ

（（ 天狗の足
駄

昭和２年（1（（（）
７月１日

東田川郡大和村
廻錧昭元会

一本歯の下駄。形
態＝縦＝（（セン
チ、横＝（0センチ

（（ 絵馬 昭和２年（1（（（） 東田川郡斎村大字斎藤川原　門脇鶴
蔵 奉納扁額

（4 絵馬　 昭和４年（1（（（）
８月１日

東田川郡黄金村大字寿　金内理治　
原田多三郎 神社図

（（ 奉納足駄 昭和（（年（1（（4）
４月吉日 大字小中島有志一同 鉄製の足駄

（（ 奉納幟 昭和（4年（1（（（）
８月吉日 東京中野　新井清　ヨエ子

「奉納外川仙人神
社」と墨書されて
いる。

（（ 奉納幕 昭和（（年（1（（（）
８月吉日 東京中野　新井清　ヨヰ子 紫色の奉納幕

（（ 奉納賽銭
箱

昭和（（年（1（（（）
８月1（日

戸沢村古口　佐藤仁三郎　戸沢村柏
沢　齋藤源一 奉納賽銭箱

（（ 奉納幕 平成７年（1（（（）
５月吉日 外川神社保土ヶ谷講中 梅鉢紋が施された

紫色の奉納幕。
※ 筆者の調査及び大友義助編『戸沢村史編集資料』第１集（山形県戸沢村教育委員会、

1（（4年、（（－（0頁）掲出資料に基づいて本表を作成した。



― 4（ ― 外川仙人堂信仰の展開

原
清
太
夫
と
弟
子
の
安
住
で
あ
る
。
石
鳥
居
の
形
態
か
ら
三
原
の
仙
人
堂

に
対
す
る
強
い
信
仰
心
が
見
て
取
れ
よ
う
。新
庄
藩
士
で
あ
っ
た
三
原
は
、

宝
暦
年
中
に
勘
定
頭
の
重
職
を
勤
め
た
が
、
不
調
法
に
よ
り
謹
慎
を
仰
せ

つ
け
ら
れ
た
よ
う
だ（

（1
（

。

　

で
は
、
こ
の
時
期
の
仙
人
堂
は
、
ど
の
よ
う
な
利
益
が
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
同
じ
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
―
六
四
）
の
編
纂
と
さ
れ
る（

（1
（

『
新
庄

領
村
鑑
』（
以
下
『
村
鑑
』
と
略
記
）
を
み
る
と
「
仙
人
権
現
者
川
舟
の

災
難
を
救
い
（
マ
マ
（守

ら
せ
給
ふ
御
神
な
り
、
虫
を
嫌
ひ
給
ふ
が
故
に
境
内
壱

里
□
山
の
木
の
葉
に
虫
の
つ
く
事
な
し
、
是
に
よ
つ
て
虫
の
病
を
愁
ふ
る

人
々
者
信
心
を
発
し
て
祈
願
す
れ
ば
其
験
し
有
事（

（1
（

」
と
い
う
二
つ
の
利
益

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

最
初
の
「
川
舟
の
災
難
を
救
い
（
マ
マ
（守
ら
せ
給
ふ
」
と
い
う
利
益
に
つ
い

て
は
、
③
の
時
期
の
常
夜
燈
奉
納
と
も
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
事
例
1（

は
、
最
上
川
流
域
の
舟
運
、
特
に
紅
花
の
配
送
と
関
わ
る
人
々
か
ら
の
奉

納
で
あ
る（

（1
（

。1（
は
、庄
内
藩
領
清
川
村
の
富
豪
が
奉
納
し
た
も
の
で
あ
り
、

彼
も
最
上
川
の
舟
運
と
関
わ
る
人
物
と
さ
れ
る（

（1
（

。
常
夜
燈
が
奉
納
さ
れ
る

理
由
は
、
こ
の
地
が
舟
の
難
所
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、『
村
鑑
』

に
も
「
難
所
数
多
有
り（

（1
（

」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
山
か
ら
吹
き
降
り

て
く
る
突
風
は
、
舟
の
帆
を
折
り
、
隠
れ
岩
も
無
数
に
あ
る
た
め
破
船
を

多
数
出
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
舟
の
遭
難
は
、
人
命
だ
け
で
な
く
紅
花
や

米
穀
な
ど
を
送
り
出
し
た
商
家
の
浮
沈
に
直
結
す
る
大
事
で
あ
っ
た
よ
う

だ（
（1
（

。

　

常
夜
燈
の
奉
納
は
、「
川
舟
の
災
難
を
救
い
（
マ
マ
（守
ら
せ
給
ふ
」
と
い
う
仙

人
堂
の
特
異
な
利
益
が
、
最
上
川
の
舟
運
関
係
者
に
広
ま
っ
て
い
た
証
左

と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。そ
し
て
、こ
の
利
益
は
、近
代
に
な
っ

て
も
保
持
さ
れ
た
こ
と
が
、
事
例
（（
を
み
る
と
理
解
で
き
る
。
最
上
川
流

域
に
あ
る
寺
社
へ
の
船
絵
馬
奉
納
は
、
最
上
地
区
に
お
い
て
仙
人
堂
の
事

例
し
か
現
時
点
で
確
認
で
き
な
い（

11
（

。こ
の
よ
う
な
事
例
か
ら
、仙
人
堂
は
、

最
上
川
の
舟
運
と
結
び
つ
い
て
信
仰
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

　

さ
て
、「
虫
の
病
を
愁
ふ
る
人
々
者
信
心
を
発
し
て
祈
願
す
れ
ば
其
験

し
有
事
」と
い
う
利
益
に
つ
い
て
は
、以
下
に
示
す
史
料
が
参
考
に
な
る
。

　
　

 

當
村
熊
野
山
星
福
寺
境
内
仙
人
権
現
者
虫
積
（
マ
マ
（消

滅
守
護
之
神
に
し

て
同
寺
観
雄
法
印
有
時
積
（
マ
マ
（之

病
に
て
悉
難
儀
い
た
し
出
羽
の
國
仙

人
権
現
江
祈
願
を
こ
め
候
処
病
苦
忽
愈
（
マ
マ
（あ
り
因
茲
仙
人
権
現
を
寫

勧
請
あ
り
し
候
処
遠
近
之
輩
虫
積
（
マ
マ
（ニ

て
難
□
之
も
の
尋
来
心
願
い

た
し
候
處
忽
病
苦
全
快
依
而
参
詣
之
輩
多
く
乍
去
是
迄
宇
房
無
之
今

般
御
隣
村
之
他
力
助
成
ヲ
以
一
宇
建
立
仕
度
無
餘
儀
御
願
申
入
候
間

多
少
ニ
よ
ら
す
御
寄
附
被
成
下
候
様
奉
希
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ハ
人
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青
鹿
忠
右
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

弘
化
四
未
年　
　
　
　
　
　

並
木
金
右
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月　
　
　
　

同　

傳
左
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
島
直
五
郎　

㊞（
1（
（

　

現
在
の
埼
玉
県
加
須
市
に
あ
る
星
福
寺
の
観
雄
法
印
が
、
癪
の
病
を
鎮

め
る
た
め
に
出
羽
の
仙
人
権
現
に
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
病
が
癒
え
た
の
で

こ
の
権
現
を
勧
請
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

熊
野
山
星
福
寺
は
、
現
在
真
言
宗
智
山
派
に
属
し
、
阿
弥
陀
如
来
を
本

尊
と
す
る（

11
（

。
そ
し
て
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
地
誌
類
に

お
け
る
星
福
寺
の
項
目
に
観
雄
法
印
と
仙
人
権
現
の
記
述
を
見
出
す
こ
と

は
で
き
な
い（

11
（

。
た
だ
、
こ
の
史
料
の
内
容
か
ら
、「
仙
人
権
現
」
は
、
外

川
仙
人
堂
で
あ
る
蓋
然
性
は
高
い
と
い
え
、
疳
の
虫
除
け
の
利
益
も
広
く

信
仰
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。続
い
て
、近
世
期
最
も
事
例
数
が
多
い
、

②
の
時
期
を
中
心
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

こ
こ
で
目
立
つ
の
は
、
仙
人
堂
拝
殿
へ
の
落
書
で
あ
る
。
ま
ず
、
事
例

４
・５
・７
で
示
し
た
落
書
は
、
大
石
田
及
び
酒
田
在
住
の
人
物
が
書
い
た

も
の
で
あ
る
が
、
８
は
常
陸
国
真
壁
郡
下
妻
町
（
現
在
の
茨
城
県
下
妻
市
）

か
ら
の
参
拝
者
が
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
10
の
落
書
は
、
筑
前
国

遠
賀
郡
芦
屋
町
（
現
在
の
福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
）
の
者
が
残
し
た
も
の

で
あ
り
、
11
の
よ
う
に
「
仙
台
涌
谷
町
」（
現
在
の
宮
城
県
遠
田
郡
涌
谷

町
か
）か
ら
来
た
こ
と
を
示
す
落
書
も
確
認
で
き
る
。こ
れ
ら
の
落
書
は
、

遠
隔
地
か
ら
の
参
拝
者
が
複
数
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
と
い
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
1（
で
示
し
た
「
鼻
欠
け
天
狗
面
」
の
奉
納
も
み
ら
れ
る
。
こ

の
面
の
願
主
と
制
作
者
は
、
現
在
の
茨
城
県
常
陸
大
宮
市
上
小
瀬
地
区
在

住
の
者
で
あ
り
、
面
は
そ
こ
で
制
作
さ
れ
最
上
の
地
ま
で
運
ば
れ
た
と
み

て
よ
い
だ
ろ
う
。
奉
納
者
に
と
っ
て
仙
人
堂
は
、
信
仰
対
象
と
し
て
明
確

に
意
識
さ
れ
て
お
り
、
地
元
以
外
の
地
域
に
信
仰
が
拡
大
し
た
こ
と
を
示

す
資
料
と
し
て
こ
の
面
を
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
で
は
、
遠
隔
地
に

住
む
人
々
が
、
仙
人
堂
を
知
る
き
っ
か
け
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
や
は
り

出
羽
三
山
参
詣
が
ま
ず
想
起
さ
れ
よ
う
。

　

宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
の
記
録
を
み
る
と
、
こ
の
年
は
出
羽
三
山
の

縁
年
に
当
た
る
丑
年
な
の
で
、
通
常
よ
り
も
参
詣
者
が
多
い
よ
う
だ
が
、

六
月
十
四
か
ら
六
月
二
十
七
日
ま
で
に
最
上
川
清
水
河
岸
（
現
在
の
山
形

県
最
上
郡
大
蔵
村
清
水
）
で
休
息
し
た
出
羽
三
山
参
詣
者
は
、

一
〇
四
二
三
人
も
い
た
こ
と
が
わ
か
る（

11
（

。
わ
ず
か
一
三
日
で
一
万
人
を
超

え
る
人
々
が
出
羽
三
山
へ
向
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
出
羽
三
山
信
仰
が

い
か
に
広
く
浸
透
し
て
い
た
か
を
物
語
る
の
に
充
分
な
人
数
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。

　

ま
た
、
参
詣
ル
ー
ト
と
し
て
は
い
く
つ
か
指
摘
さ
れ
て
い
る
が（

11
（

、
大
石
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田
や
清
水
河
岸
を
経
て
古
口
で
継
船
し
な
が
ら
清
川
ま
で
下
り
、
そ
こ
か

ら
陸
路
で
三
山
を
目
指
す
も
の
も
今
示
し
た
記
録
以
外
か
ら
確
認
で
き

る
。
例
え
ば
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
六
月
四
日
に
現
在
の
千
葉
県
袖
ヶ

浦
市
奈
良
輪
よ
り
出
立
し
た『
北
国
道
中
記
』六
月
十
九
日
条
を
み
る
と
、

古
口
よ
り
清
川
ま
で
船
を
使
い
、
仙
人
堂
の
前
で
「
虫
お
さ
へ
御
守
出
」

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
ま
た
、
③
の
時
期
に
当
た
る
天
保
十
一
年

（
一
八
四
〇
）
六
月
十
七
日
に
袖
ヶ
浦
市
蔵
波
か
ら
出
立
し
た
『
奥
州
道

中
記
』七
月
四
日
条
に
も
、古
口
か
ら
清
川
ま
で
乗
船
し
た
と
あ
り
、「
一
、

外
川
仙
人
大
権
現
参
詣　

虫
除
守
拾
弐
銅
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
こ
の

よ
う
に
三
山
参
詣
者
は
、
古
口
か
ら
清
川
ま
で
舟
で
下
り
、
そ
の
途
中
で

仙
人
堂
の
前
を
通
過
し
、「
虫
除
」の
守
札
を
受
け
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

近
代
に
な
る
と
事
例
（0
の
よ
う
に
兵
庫
・
富
山
・
群
馬
・
新
潟
の
人
々

が
連
名
で
奉
納
し
て
い
る
。
ま
た
、
（（
で
は
宮
城
県
栗
原
郡
か
ら
剣
が
奉

納
さ
れ
て
お
り
、（（
で
は
富
山
県
の
軍
人
が
記
し
た
落
書
も
確
認
で
き
る
。

さ
ら
に
、
事
例
（（
・
（（
・
（（
の
よ
う
に
近
年
に
な
っ
て
も
東
京
や
横
浜
在

住
の
人
々
か
ら
の
奉
納
物
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
事
例
は
、
現
在
も

多
様
な
地
域
の
人
々
か
ら
仙
人
堂
が
信
仰
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
共
通
す
る
特
異
な
奉
納
物
と
し
て

は
、「
天
狗
」
関
連
の
も
の
が
注
視
さ
れ
る
。
仙
人
堂
に
は
、
先
に
示
し

た
事
例
1（
の
「
天
狗
面
」
と
奉
納
者
・
奉
納
年
月
日
が
未
記
載
の
「
鼻
曲

り
天
狗
面
」
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
近
世
か
ら
近
代
に
天
狗
の
伝
承
が
あ
っ

た
こ
と
が
推
さ
れ
る
。
こ
の
伝
承
は
、
常
陸
坊
海
尊
と
結
び
つ
け
ら
れ
て

い
る
事
例
も
確
認
で
き
る（

11
（

。

　

ま
た
、（（
は
面
で
は
な
く
足
駄
で
あ
り
、（（
も
鉄
製
の
足
駄
で
あ
っ
た
。

足
に
関
す
る
利
益
を
記
し
た
文
献
は
、
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
い
。
し

か
し
、
仙
人
堂
の
対
岸
に
あ
る
高た
か

屋や

地
区
は
、
最
上
峡
が
一
番
狭
ま
っ
た

地
域
で
、
広
い
水
田
を
耕
作
で
き
る
土
地
は
な
く
、
地
域
の
主
な
生
業
は

炭
焼
き
と
畑
作
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
地
域
性
か
ら
高
屋
に
お
い
て
仙
人

堂
は
、
舟
の
除
災
と
足
へ
の
利
益
を
も
た
ら
す
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い

た
よ
う
だ（

11
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
現
在
仙
人
堂
の
地
元
に
お
い
て
出
羽
三
山
と
仙
人
堂
を
関

連
づ
け
る
行
事
と
し
て
「
サ
ン
ゲ
サ
ン
ゲ
行
事
」
が
注
目
さ
れ
る
。
山
形

県
最
上
地
方
を
中
心
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る「
サ
ン
ゲ
サ
ン
ゲ
行
事
」

は
、
出
羽
三
山
信
仰
あ
る
い
は
作
神
と
し
て
の
山
岳
信
仰
を
背
景
に
持
つ

と
さ
れ
る
。
行
事
内
容
と
し
て
は
、
一
家
の
主
人
が
旧
暦
十
二
月
一
日
か

ら
八
日
ま
で
村
の
行
屋
に
籠
も
り
、
別
火
精
進
を
重
ね
、
朝
夕
三
山
拝
詞

を
唱
和
し
な
が
ら
一
年
の
罪
状
を
懺
悔
し
、
明
く
る
年
の
豊
作
を
祈
願
す

る
と
い
う（

11
（

。
そ
し
て
、
仙
人
堂
が
鎮
座
す
る
戸
沢
村
古
口
地
区
の
鎮
守
白

山
神
社
で
は
、
毎
年
一
月
七
日
前
後
に
こ
の
「
サ
ン
ゲ
サ
ン
ゲ
行
事
」
を
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現
在
で
も
お
こ
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
次
の
よ
う
な
拝
詞
が
唱
和
さ
れ

る
。

　
　

綾あ
や

瓊に

綾あ
や

瓊に　

久く
す
し

奇く

尊た
ふ

登と　

月
山
神
社
乃の

御み

前ま
え

乎を　

拝お
ろ
が

美み

奉ま
つ

留る

　
　

綾あ
や

瓊に

綾あ
や

瓊に　

久く
す
し

奇く

尊た
ふ

登と　

湯
殿
山
神
社
乃の

御み

前ま
え

乎を　

拝お
ろ
が

美み

奉ま
つ

留る

　
　

綾あ
や

瓊に

綾あ
や

瓊に　

久く
す
し

奇く

尊た
ふ

登と　

出
羽
神
社
乃の

御み

前ま
え

乎を　

拝お
ろ
が

美み

奉ま
つ

留る

　
　

綾あ
や

瓊に

綾あ
や

瓊に　

久く
す
し

奇く

尊た
ふ

登と　

外
川
神
社
乃の

御み

前ま
え

乎を　

拝お
ろ
が

美み

奉ま
つ

留る

　
　

綾あ
や

瓊に

綾あ
や

瓊に　

久く
す
し

奇く

尊た
ふ

登と　

白
山
神
社
乃の

御み

前ま
え

乎を　

拝お
ろ
が

美み

奉ま
つ

留る

■（
1（
（

　

こ
の
拝
詞
か
ら
現
在
も
古
口
地
区
で
は
、
出
羽
三
山
と
外
川
神
社
を
関

連
づ
け
る
意
識
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（

11
（

。
外
川
仙
人
堂
と
出
羽

三
山
信
仰
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
よ
り
細
や
か
な
考
察
が
必
要
だ
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
次
節
以
降
さ
ら
に
検
討
を
加
え
た
い
。

　

以
上
、
本
節
で
は
、
社
へ
の
奉
納
物
及
び
落
書
を
中
心
に
分
析
し
て
み

た
。
利
益
と
し
て
は
、
近
世
か
ら
明
治
期
ま
で
の
地
域
に
お
け
る
物
資
の

輸
送
及
び
交
通
の
要
で
あ
っ
た
最
上
川
の
舟
運
に
携
わ
る
人
々
か
ら
川
舟

の
厄
難
除
災
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
疳
の
虫
除
け
の
神

及
び
地
域
の
生
業
と
も
関
わ
り
な
が
ら
信
仰
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で

き
た
。
ま
た
、
古
口
地
区
で
は
、
出
羽
三
山
と
関
わ
る
社
と
し
て
現
在
も

意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
「
サ
ン
ゲ
サ
ン
ゲ
行
事
」
か
ら
見
通
せ
た
。
そ

こ
で
次
節
で
は
、
こ
う
し
た
意
識
の
醸
成
に
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
仙

人
堂
の
管
理
者
寿
命
院
が
、
こ
の
社
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
な
が
ら
信

仰
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
略
縁
起
と
略
絵
図
を
分
析
し
な

が
ら
考
察
を
進
め
て
み
よ
う
。

　
　
　

二
、
寿
命
院
が
版
行
し
た
『
略
縁
起
』
と
「
略
絵
図
」

　

近
世
期
、
仙
人
堂
が
鎮
座
す
る
古
口
村
は
、『
村
鑑
』
に
よ
れ
ば
「
沓

喰　

大
戸
（
マ
マ
（川　

小
戸
（
マ
マ
（川　

高
屋　

土
湯　

三
ツ
沢
」
の
枝
郷
が
あ
り
、

仙
人
堂
は
小
外
川
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
外
川
山
の
山
号
を
持
つ
寿
命
院
と

仙
学
坊
と
い
う
羽
黒
派
修
験
二
坊
が
確
認
で
き
る（

11
（

。
古
口
村
の
修
験
は
、

寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
以
降
、
羽
黒
山
の
山
上
衆
徒
三
十
一
院
の
一

つ
「
威
徳
院
」
の
支
配
下
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る（

11
（

。
よ
っ
て
、
寿
命
院
は
、

威
徳
院
配
下
の
羽
黒
修
験
と
し
て
仙
人
堂
を
中
心
に
宗
教
活
動
を
お
こ

な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
『
羽

州
最
上
村
山
郡
外
川
山
仙
人
堂
略
縁
起
』（
以
下
『
略
縁
起
』
と
略
記
）

を
版
行
し
た
。
で
は
、
寿
命
院
は
、『
略
縁
起
』
の
中
で
ど
の
よ
う
に
仙

人
堂
を
規
定
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
『
略
縁
起
』
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
本
文
の
翻
刻
を
お
こ
な
い
、

考
察
を
加
え
た
こ
と
が
あ
る（

11
（

。
こ
こ
で
は
、
よ
り
詳
細
に
そ
の
内
容
に
つ
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い
て
検
討
し
て
み
た
い
。ま
ず
、『
略
縁
起
』の
概
略
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

　
　

Ⅰ　

中
昔
、仙
人
の
流
れ
を
汲
む
仙
人
大
権
現
と
い
う
異
人
が
い
た
。

　
　

Ⅱ　

 

こ
の
異
人
は
、
羽
黒
山
を
開
山
し
た
能
除
太
子
が
川
舟
の
危
難

を
嘆
き
悲
し
み
そ
れ
を
救
う
た
め
、
外
川
の
異
人
と
し
て
化
度

し
た
。
そ
し
て
、
仙
の
蜜
法
を
修
め
た
の
ち
、
一
宇
の
堂
を
建

立
し
た
。
そ
れ
が
今
の
仙
人
堂
で
あ
る
。

　
　

Ⅲ　

 

利
益
は
、
水
難
を
守
護
し
、
五
穀
成
就
、
諸
病
退
散
、
小
児
虫

除
け
で
あ
る
。

　
　

Ⅳ　

 

仙
人
堂
の
下し
も

司づ
か
さ

は
、
小
舟
に
幣
束
を
捧
げ
て
川
に
出
て
、
最

上
川
を
上
下
す
る
旅
客
に
守
札
を
授
与
す
る
。そ
の
際
旅
客
が
、

下
司
の
船
中
に
投
げ
入
れ
た
初
穂
料
が
、
あ
や
ま
っ
て
川
の
中

に
落
ち
て
も
そ
れ
が
自
然
と
仙
人
堂
に
集
ま
っ
て
く
る
と
い
う
。

　
『
略
縁
起
』
に
お
い
て
仙
人
大
権
現
は
、
最
上
川
を
行
き
交
う
船
舶
の

危
難
を
憂
え
た
能
除
太
子
の
化
身
と
さ
れ
る
。
こ
の
能
除
太
子
は
、『
神

道
集
』「
出
羽
国
羽
黒
権
現
事
」
に
お
い
て
羽
黒
山
を
開
い
た
人
物
と
さ

れ
て
い
る（

11
（

。
ま
た
、『
略
縁
起
』
の
表
紙
に
は
、
仙
人
堂
の
本
地
仏
と
し

て
十
一
面
観
世
音
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
羽
黒
山
の
本
地
仏
が
聖
観
音
で

あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
こ
の
『
略
縁
起
』
は
、
仙
人
堂
と

羽
黒
山
と
の
結
び
つ
き
を
主
張
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

次
に
、
利
益
は
「
水
難
守
護
、
五
穀
成
就
、
諸
病
退
散
、
小
児
虫
除
け
」

と
あ
る
。「
五
穀
成
就
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
作
神
と
し
て
の
利
益
が
あ

る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、「
水
難
守
護
」
及
び
「
子
ど
も
の
疳
の
虫
除
け
」

も
前
節
で
指
摘
し
た
同
種
の
利
益
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ

る
。
さ
ら
に
、『
略
縁
起
』
は
、
Ⅳ
で
示
し
た
よ
う
に
守
札
授
与
に
関
し

て
特
異
な
伝
承
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
伝
承
は
、
天
明
九
年
（
一
七
八
九
）

に
「
江
戸
本
材
木
町  

壹
丁
目　

西
宮
新
六
」
よ
り
版
行
さ
れ
た
寿
鶴
斎

撰
『
東
国
旅
行
談
』
巻
之
二
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
引
用
し
て
み

よ
う
。

　
　

 （
前
略
）
仙
人
堂
に
一
つ
の
不
思
議
あ
り
。
こ
の
川
水
は
や
き
ゆ
ゑ
、

船
に
の
り
合
は
す
旅
人
、
か
の
堂
へ
上あ
げ

る
賽さ
い

銭せ
ん

を
船
中
よ
り
陸く
が

へ
投

げ
ん
と
し
て
、
み
な
川
中
へ
落
と
す
。
一
夜
の
中
に
こ
の
堂
の
ま
へ

に
石
垣
あ
り
、
こ
の
所
へ
賽
銭
お
の
づ
か
ら
上
る
な
り
。
昔
よ
り
今

に
か
は
る
事
な
し（

11
（

。

　

こ
う
し
た
仙
人
堂
に
ま
つ
わ
る
不
可
思
議
な
伝
承
は
、
仙
人
堂
の
特
異

性
を
示
す
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
。
さ
ら
に
、『
東
国
旅
行
談
』
が
、

江
戸
で
版
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
し
が
た
い
。
仙
人
堂
信
仰
の
概
略
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と
そ
れ
に
ち
な
む
伝
承
が
、
江
戸
市
中
や
そ
れ
以
外
の
人
々
に
も
広
く
伝

え
ら
れ
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
時
期
が
前
節
で
ふ
れ
た
②

の
時
期
と
一
致
し
て
い
る
。
寿
命
院
は
、
こ
う
し
た
伝
承
も
巧
み
に
取
り

込
み
な
が
ら
『
略
縁
起
』
を
制
作
し
た
と
い
え
る
。
加
え
て
寿
命
院
は
、

仙
人
堂
を
含
む
近
隣
の
絵
図
「
○改
羽
州
最
上
郡
外
川
山
仙
人
堂
并
ニ
近
里

略
繪
圖
」（
以
下
「
略
絵
図
」
と
略
記
）
も
版
行
し
て
い
た
。
次
に
検
討

し
て
み
よ
う
。

【図版】鶴岡市郷土資料館蔵
「○改羽州最上郡外川山仙人堂并ニ近里略絵図」



― （1 ― 外川仙人堂信仰の展開
　

こ
の
「
略
絵
図
」
は
、
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
に
現
存
し
て
い
る（

11
（

。
版
行

年
は
記
さ
れ
て
い
な
い（

11
（

。
絵
図
を
み
る
と
、
中
央
部
に
は
最
上
川
が
描
か

れ
て
お
り
、
帆
を
張
っ
て
い
る
上
り
船
が
五
艘
、
帆
を
張
ら
ず
荷
を
積
ん

だ
船
が
一
艘
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
下
り
舟
も
七
艘
み
え
、
筏
も
二
艘

川
面
に
浮
か
ぶ
。
中
央
右
に
描
か
れ
た
舟
に
は
、
榊
の
よ
う
な
木
を
船
中

に
立
て
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
出
羽
三
山
参
詣
者
を
乗
せ
た
舟

で
あ
ろ
う
。
立
て
て
な
い
も
の
は
、
旅
行
者
な
ど
そ
れ
以
外
の
人
々
を
乗

せ
た
舟
と
考
え
ら
れ
る（

11
（

。

　

ま
た
、
仙
人
堂
の
前
に
は
、
幣
束
を
掲
げ
た
舟
が
み
え
る
。
そ
の
舟
か

ら
隣
の
舟
に
何
か
を
渡
し
て
い
る
様
子
も
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
略

縁
起
』
の
「
仙
堂
の
下し
も

司づ
か
さ

ハ
小
舟
に
棹さ
お

し
小セ
う

仙セ
ん

は
白は
く

幣へ
い

を
さ
ゝ
げ
て
客か
く

舟せ
ん

へ
守し
ゆ

札さ
つ

御ご

符ふ

を
授じ
ゆ

与よ

よ
（
マ
マ
（

す（
1（
（

」
と
い
う
記
述
と
対
応
す
る
。
加
え
て
、

先
に
示
し
た
『
東
国
旅
行
談
』
で
も
「
堂ど
う

守も
り

の
修し
ゆ

験げ
ん

者じ
や

は
、
杉
の
木
の
大

丸
太
を
舟
の
形
に
彫
り
た
る
長
さ
三
間
ば
か
り
な
る
に
乗
り
て
、
大お
ほ

杓
し
や
く

子し

の
如
く
な
る
物
を
楫か
ぢ

と
し
て
、
旅
人
の
船
に
漕
ぎ
よ
せ
、
纜
と
も
づ
な

を
も
や

ひ
て
御
礼
御ご

符ふ
う

を
授
け
あ
た
ふ（

11
（

」
様
子
を
描
出
し
た
も
の
と
し
て
も
理
解

で
き
る
。

　

さ
ら
に
、「
略
絵
図
」
中
央
右
端
の
「
柳
ノ
マ
キ
」
で
は
、
四
つ
手
網

で
漁
を
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
捕
れ
る
魚
は
「
柳
巻
の
子こ

籠ご

り
鮭
」

と
い
わ
れ
、
新
庄
藩
か
ら
幕
府
へ
献
上
品
と
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
事
情
か

ら
最
上
峡
の
鮭
は
、
近
世
期
一
般
の
捕
獲
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る（
11
（

。
さ
ら
に
、
こ
の
鮭
に
ま
つ
わ
る
興
味
深
い
伝
承
が
、
安
政
六
年

（
一
八
五
九
）
成
立
の
『
五い

百お

津つ

鉏す
き

』
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
引
用
し
て

み
よ
う
。

　
　

 

最
上
河
の
左
岸
な
る
外
山
（
マ
マ
（村

の
山
上
に
あ
り
所
祭
常
陸
坊
海
尊
の

霊
な
り
と
い
へ
り
一
云
青
麻
権
現
の
離
宮
と
も
い
へ
り
一
云
最
上
河

の
鮭
魚
の
種
子
は
昔
外
山
（
マ
マ
（神

木あ
け
ひ
つ
る

通
蔓
に
つ
な
き
て
何
方
よ
り
か
齎

ら
し
来
て
河
中
に
散は
ら
へ

か
し
給
へ
り
』
と
い
へ
る
は
正
伝
な
る
へ
し

（
以
下
略（

11
（

）

　

著
者
で
あ
る
照
井
長
柄
（
文
政
二
年
―
明
治
二
十
二
年
）
は
、
鶴
岡
の

蘭
方
医
で
あ
り
国
学
者
で
あ
っ
た
。
照
井
は
、
仙
人
堂
が
鮭
を
産
み
出
す

神
と
し
て
の
見
解
を
示
し
、
同
じ
常
陸
坊
海
尊
の
伝
承
を
持
つ
青
麻
権
現

と
も
関
連
づ
け
て
い
た（

11
（

。

　

そ
し
て
、「
略
絵
図
」
に
は
最
上
峡
の
風
景
だ
け
が
描
出
さ
れ
て
い
る

だ
け
で
は
な
か
っ
た
。『
義
経
記
』
の
中
で
義
経
や
静
御
前
が
詠
ん
だ
と

さ
れ
る
和
歌
や
芭
蕉
の
有
名
な
発
句
を
上
部
に
文
字
で
掲
出
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、「
略
絵
図
」
を
見
る
者
に
、
歴
史
や
古
典
世
界

へ
の
想
像
力
も
刺
激
す
る
機
能
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（

11
（

。『
略
縁
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起
』
や
「
略
絵
図
」
を
出
羽
三
山
参
詣
者
や
そ
の
他
の
旅
人
た
ち
が
持
ち

帰
る
こ
と
に
よ
り
、
最
上
以
外
の
人
々
に
対
し
て
も
仙
人
堂
が
、
宗
教
性

は
も
と
よ
り
歴
史
と
文
芸
及
び
幻
想
的
な
景
観
が
集
約
さ
れ
た
地
に
鎮
座

し
て
い
る
神
で
あ
る
こ
と
を
鮮
明
に
印
象
づ
け
た
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
本
節
で
は
、
外
川
仙
人
堂
の
別
当
で
あ
っ
た
寿
命
院
が
版
行
し

た
『
略
縁
起
』
及
び
「
略
絵
図
」
を
中
心
に
分
析
し
て
み
た
。『
略
縁
起
』

は
、
羽
黒
山
と
の
関
係
を
説
き
な
が
ら
、
伝
承
的
要
素
も
加
味
し
て
独
自

の
宗
教
的
な
環
境
を
喧
伝
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、「
略
絵
図
」
が
仙
人
堂

を
取
り
巻
く
「
環
境
」
を
絵
や
文
字
で
提
示
し
て
い
た
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。
神
が
住
ま
う
「
聖
な
る
場
」
と
し
て
の
特
異
性
は
も
と
よ
り
、
歌
枕

の
地
、風
光
明
媚
な
名
所
、義
経
と
関
わ
る
伝
説
の
地
な
ど
多
様
な
イ
メ
ー

ジ
を
人
々
に
喚
起
さ
せ
な
が
ら
信
仰
的
展
開
を
遂
げ
て
い
っ
た
こ
と
を

「
略
絵
図
」
は
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
次
節
で
は
そ
の
事
例

の
一
つ
と
し
て
横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
の
外
川
神
社
を
取
り
上
げ
、
信
仰
の

広
ま
り
方
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
　
　

三
、
横
浜
の
外
川
神
社

　

神
奈
川
県
横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
瀬
戸
ヶ
谷
町
に
鎮
座
す
る
外
川
神
社

は
、
地
元
の
出
羽
三
山
講
の
講
元
で
あ
っ
た
清
宮
與
一
が
、
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）
に
外
川
仙
人
堂
を
勧
請
し
た
と
さ
れ
る（

11
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
神
奈
川
県
下
に
は
、
出
羽
三
山
塔
が
九
一
基
確
認
さ
れ
て

お
り（

11
（

、
そ
の
中
の
一
基
と
し
て
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
建
立
の
「
湯
殿

山
供
養
塔
」
が
外
川
神
社
境
内
近
く
に
現
存
す
る
。
こ
の
供
養
塔
の
右
側

面
に
は
、
次
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

羽
黒
山
正
穏
院
講
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
年
子　
　

大
乗
院　

川
崎
村
講
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
根
田
村　
　

本
覺
院

　
　

東
叡
山
御
持　
　
　
　

塚
越
村　
　
　

法
隆
院

　
　
　
　
　
　
　

國
先
達　

苅
部
市
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
宮
又
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
田
長
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　

山
先
達　

長
傳
坊（

11
（

　
「
羽
黒
山
正
穏
院
」
と
は
、
羽
黒
山
上
衆
徒
の
中
で
も
最
上
位
格
、
華

厳
院
・
智
憲
院
と
併
称
さ
れ
る
三
先
達
に
入
る
坊
で
あ
り
、
山
上
に
あ
っ

て
慈
恵
大
師
堂
を
管
理
し
て
い
た（

11
（

。
出
羽
三
山
内
に
お
け
る
関
東
地
方
の

位
置
づ
け
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、「
関
東
八
カ
国
は
「
檀
那
場
」
と
呼

ば
れ
て
、
別
当
宝
前
院
、
三
先
達
（
華
厳
院
・
正
穏
院
・
智
憲
院
）、
荒
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沢
三
宿
（
経
堂
院
・
北
之
院
・
聖
之
院
）
が
在
庁
権
を
有
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
独
自
に
道
者
引
を
送
っ
て
回
檀
さ
せ
た（

1（
（

」
と
さ
れ
る
。
近
世
末
期
の

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
時
点
で
正
穏
院
に
は
「
大
仙
坊
・
円
清
坊
・

神
力
坊
・
長
円
坊
・
三
光
坊
・
長
伝
坊
・
長
慶
坊
・
源
正
坊
」
と
い
う
道

者
引
が
お
り
、関
東
か
ら
の
三
山
詣
で
の
際
に
先
達
と
し
て
道
者
を
導
き
、

各
檀
那
場
を
廻
り
配
札
や
参
詣
へ
の
勧
誘
を
お
こ
な
っ
た
よ
う
で
あ
る（

11
（

。

「
湯
殿
山
供
養
塔
」
記
載
の
「
山
先
達　

長
傳
坊
」
は
、
三
先
達
「
正
穏
院
」

配
下
の
道
者
引
で
あ
り
、
こ
の
修
験
が
保
土
ヶ
谷
の
出
羽
三
山
講
の
活
動

に
関
与
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
、「
國
先
達
」の
一
人
で
あ
る「
清

宮
又
左
衛
門
」
は
、
外
川
神
社
を
勧
請
し
た
清
宮
與
一
の
曾
祖
父
に
当
た

る
人
物
で
あ
り（

11
（

、
供
養
塔
の
背
面
に
は
與
一
の
父
「
清
宮
権
兵
衛
」
も
願

主
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
よ
っ
て
、
近
世
後
期
の
清
宮
家
は
、
代
々

出
羽
三
山
を
信
仰
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
こ
の
社
の
利
益

に
つ
い
て
、
次
の
資
料
を
み
て
み
よ
う
。

　
　

 

明
治
二
年
に
、
此
宿
内
に
羽
州
湯
殿
山
の
講
中
が
あ
つ
た
ん
だ
、
先

達
の
清
宮
與
一
と
い
ふ
男
が
出
羽
の
三
山
、
即
ち
月
山
羽
黒
湯
殿
の

三
山
を
巡
拝
し
た
時
、
羽
黒
山
麓
の
外
川
仙
人
大
権
現
の
分
霊
を
勧

請
し
て
、
自
分
の
邸
に
祀
つ
た
の
が
抑
も
の
始
め
で
、
子
供
の
虫
封

じ
、
航
海
の
安
全
、
そ
れ
ら
を
祈
る
者
が
遠
近
か
ら
押
し
か
け
て
る

来
る
。（
中
略
）
と
て
も
巨
き
な
草
鞋
が
奉
納
さ
れ
て
ゐ
る
の
も
、

足
が
達
者
に
な
る
よ
う
に
と
い
ふ
祈
願
だ
ら
う（

11
（

。

　
「
子
供
の
虫
封
じ
」
へ
の
利
益
に
つ
い
て
は
、
明
治
時
代
ご
ろ
ま
で
現

在
の
横
浜
市
港
北
区
日
吉
に
住
ん
で
い
た
人
が
、
子
ど
も
の
疳
の
虫
除
け

の
た
め
に
参
拝
し
て
い
た
よ
う
だ（

11
（

。
ま
た
、「
と
て
も
巨
き
な
草
鞋
が
奉

納
さ
れ
て
ゐ
る
の
も
、
足
が
達
者
に
な
る
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

地
域
の
環
境
及
び
生
業
と
結
び
つ
く
最
上
の
仙
人
堂
と
同
質
の
信
仰
が
見

て
取
れ
る
。

　

保
土
ヶ
谷
の
地
域
的
特
徴
を
み
て
み
る
と
、
東
海
道
の
宿
場
で
あ
り
、

景
勝
地
と
し
て
著
名
な
金
沢
八
景
に
向
か
う
金
沢
道
の
分
岐
点
で
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら（

11
（

、
交
通
の
要
地
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
こ
の
宿
場
か

ら
戸
塚
宿
ま
で
は
、
権
太
坂
な
ど
難
所
が
旅
人
を
待
ち
受
け
て
い
た
。
さ

ら
に
、
帷か
た
び
ら
が
わ

子
川
河
口
に
位
置
し
て
い
た
た
め
、
開
国
以
降
神
奈
川
宿
の
青

木
町
・
神
奈
川
町
と
並
ぶ
主
要
な
荷
揚
場
だ
っ
た（

11
（

。
よ
っ
て
、
は
し
け
な

ど
の
小
舟
が
東
京
湾
と
帷
子
川
を
往
来
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
健
脚
を
求
め
、
舟
の
就
航
安
全
を
求
め
る
地
域
的
事
情
は
、
最
上

の
地
と
同
じ
で
あ
る
と
い
え
、
地
域
の
環
境
や
産
業
に
沿
う
形
で
信
仰
が

展
開
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
で
は
、
仙
人
堂
の
勧
請
事
例
の
多

い
千
葉
県
で
は
ど
の
よ
う
な
信
仰
的
広
ま
り
を
遂
げ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
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四
、
千
葉
県
の
仙
人
権
現

　

千
葉
県
内
に
お
い
て
外
川
仙
人
堂
と
関

連
づ
け
ら
れ
る
石
造
物
は
、
一
二
基
確
認

で
き
る
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
が
、
表

２
「
千
葉
県
内
の
仙
人
権
現
関
連
石
造
物

一
覧
」
で
あ
る
。
建
立
年
に
着
目
し
て
み

る
と
、
文
化
三
年
か
ら
文
久
四
年
ま
で
の

五
八
年
間
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
よ
っ
て
、
第
一
節
で
指
摘
し
た
②
の

時
期
以
降
、
断
続
的
に
現
在
の
千
葉
県
内

に
お
い
て
信
仰
的
展
開
を
遂
げ
て
い
た
こ

と
が
指
摘
で
き
る
。

　

利
益
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
疳
の
虫

除
け
と
す
る
事
例
が
１
・
３
・
４
・
７
・

1（
で
あ
り
、「
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
時
に

お
参
り
す
る（

11
（

」
と
す
る
事
例
２
や
「
集
落

の
子
供
達
の
虫
神
様
と
し
て
信
仰（

11
（

」
さ
れ

て
い
る
事
例
６
な
ど
を
ふ
ま
え
る
と
、
子

番号 場所 建立年 備考
1 野田市木間ヶ瀬松ノ木 文化３年（1（0（）正面に「仙人権現」と刻字。

（ 印西市発作 文政２年（1（1（）正面に「仙人大権現」と刻字。（00（年８
月（（日調査。

（ 印西市船尾 外川神社内 文政４年（1（（1）正面に「奉納仙人大権現」と刻字された
石塔。（00（年９月（0日調査。

4 野田市目吹 文政９年（1（（（）正面に「千人大権現」と刻字。

（ 我孫子市大字中里 天保２年（1（（1）正面に「羽州外川山□仙人」と刻字。
（00（年８月（（日調査。

（ 野田市木間ヶ瀬〆切 天保14年（1（4（）正面に「仙人大権現」と刻字。

（ 印西市船尾 外川神社内 天保14年（1（4（）正面に「奉納仙人大権現」と刻字された
石塔。（00（年９月（0日調査。

（ 千葉市星久喜町 弘化３年（1（4（）正面に「外川仙人大権現」と刻字。（01（
年４月1（日調査。

（ 野田市岩名 嘉永２年（1（4（）神名は、「仙人権現」。

10 柏市泉（旧沼南町） 嘉永２年（1（4（）形状は駒形。正面に「戸川仙人大権現」
と刻字。

11 野田市蕃昌 文久４年（1（（4）正面に「仙人大権現」と刻字。

1（ 印西市小林 不明 「ムシガミサマ」と呼称。（00（年９月（0
日調査。

※筆者の調査及び下記に示す①～⑥の参考文献に基づいて本表を作成した。
① 飯白和子「出羽三山信仰とムラの人々―旧湖北村を中心に―」（『我孫子市史研究』第６

号、我孫子市教育委員会、1（（（年）
②野田市史編さん委員会編『大殿井・横内・鶴奉・目吹の民俗』（野田市、1（（（年）
③ 榎本正三「印西市の湯殿山信仰」（印西市教育委員会市史編さん室編『印西の歴史』第

３号、印西市教育委員会、（001年）
④ 石田年子「野田市の山岳信仰①―石造物に見る野田地方の出羽三山信仰―」（『千葉県立

関宿城博物館研究報告』第９号、千葉県立関宿城博物館、（00（年）
⑤ 石田年子「最上川から来た虫神様・仙人権現」（『日本の石仏』第1（（号、日本石仏協会、

（00（年）
⑥ 加藤和徳「最上川から来た虫神様・仙人権現―石田年子氏からの紹介―」（『村山民俗学

会会報』第（（（号、（010年）

表２　千葉県内の仙人権現関連石造物一覧
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【写真】我孫子市中里の諏訪神社境内にある出羽三山塔（2017年８月４日撮影）

ど
も
と
関
連
づ
け
ら
れ
、
そ
の
中
で
も
疳
の
虫
除
け
に
利
益
が
あ
る
神
と

し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
事
例
３
・
６
・
７
・
1（
で
は
、「
仙

人
権
現
」
で
は
な
く
「
ム
シ
ガ
ミ
サ
マ
」
と
呼
ば
れ
て
も
い
る（

1（
（

こ
と
か
ら
、

利
益
が
「
仙
人
権
現
」
の
通
称
と
し
て
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
事
例
３
・７
が
あ
る
外
川
神
社
は
、
千
葉
県
神
社
明
細
帳
に
も
登

録
さ
れ
て
お
り
、
本
殿
及
び
拝
殿
を
持
っ
て
い
る
。
例
大
祭
は
、
毎
年
一

月
一
五
日
と
八
月
一
五
日
に
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
印
西
市
船
尾
地
区
以

外
に
も
船
橋
市
・
八
千
代
市
・
八
街
市
な
ど
か
ら
参
拝
者
が
訪
れ
、
外
川

神
社
の
守
札
と
合
わ
せ
て
、
虫
封
守
と
子
ど
も
の
お
な
か
に
巻
い
て
虫
封

じ
を
す
る
麻
紐
そ
し
て
、
黒
色
の
虫
封
じ
の
薬
及
び
御
祓
の
幣
を
受
け
る

と
い
う（

11
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
千
葉
県
の
人
々
が
仙
人
権
現
を
知
っ
た
理
由
を
考
え
て
み

る
上
で
参
考
に
な
る
の
が
、
事
例
５
と
同
一
地
に
あ
る
大
正
七
年

（
一
九
一
八
）
建
立
の
出
羽
三
山
塔
で
あ
る
。
事
例
５
は
、
諏
訪
神
社
境

内
に
あ
り
、『
湖
北
村
誌
』
に
よ
る
と
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）

十
二
月
二
十
六
日
に
「
天
保
二
卯
年
三
月
創
建
に
係
る
外
川
神
社
」
を
含

む
五
社
を
当
時
中
里
村
の
村
社
だ
っ
た
諏
訪
神
社
に
合
祀
し
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る（

11
（

。
よ
っ
て
、
こ
れ
が
、
事
例
５
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
現
在
、

こ
の
石
祠
を
特
別
に
信
仰
す
る
様
子
は
、
調
査
の
限
り
う
か
が
え
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
三
山
塔
は
、
大
正
七
年
当
時
中
里
地
区
に
お
い
て
、
出
羽
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三
山
信
仰
の
体
系
の
中
に
外
川
仙
人
堂
が
包
摂
さ
れ
た
形
で
信
仰
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
物
語
る
資
料
と
い
え
る（

11
（

。
さ
ら
に
、
外
川
仙
人
堂
が
、
出
羽

三
山
を
参
詣
す
る
上
で
「
拝
所
の
一
つ
」
あ
る
い
は
「
羽
黒
道
者
錫
杖
振

り
は
じ
め
の
社
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
念
頭
に
置
く
な

ら
、
こ
の
三
山
塔
は
、
こ
う
し
た
意
識
が
表
出
し
た
も
の
と
し
て
も
と
ら

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
て
、
こ
の
出
羽
三
山
塔
は
、
三
山
講
で
あ
る
敬
愛
講
社
（
講
員
＝

二
三
名
・
世
話
人
＝
四
名
・
計
＝
二
七
名
）
が
建
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

千
葉
県
内
の
出
羽
三
山
塔
の
建
立
件
数
は
、
五
〇
二
基
で
、
三
山
以
外
の

信
仰
が
併
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
を
含
め
る
と
五
九
九
基
に
も
な
る
こ
と
、

関
東
各
県
の
事
例
全
体
か
ら
み
て
も
突
出
し
て
多
い
こ
と
な
ど
が
、
西
海

賢
二
の
調
査
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る（

11
（

。
ま
た
、
千
葉
県
内
に
お
け
る
出
羽

三
山
信
仰
の
展
開
に
つ
い
て
立
野
晃
は
、
史
資
料
・
聞
き
取
り
調
査
・
金

石
資
料
な
ど
を
分
析
し
、
通
時
的
な
三
山
信
仰
の
分
布
域
を
抽
出
し
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
下し
も

総う
さ

・
上
総
・
安あ

房わ

に
ほ
ぼ
万
遍
な
く
分
布
し
て

い
る
が
、
と
く
に
市い
ち

原は
ら

郡
域
な
ど
上
総
西
部
地
方
に
濃
密
で
あ
る
（
中
略
）

こ
の
地
域
は
、
現
在
で
も
最
も
出
羽
三
山
信
仰
が
盛
ん
で
あ
」
る
と
し
、

「
逆
に
空
白
地
帯
と
な
っ
て
い
る
の
が
九
十
九
里
浜
平
野
中
南
部
一
帯
な

ど
で
あ
る
。
こ
の
地
域
に
は
、
一
円
的
に
日
蓮
宗
が
分
布
し
て
お
り
、（
中

略
）
同
宗
の
教
義
に
よ
り
、
出
羽
三
山
信
仰
の
流
行
を
認
め
な
か
っ
た
」

と
指
摘
し
て
い
る（

11
（

。

　

こ
う
し
た
先
学
の
指
摘（

11
（

を
ふ
ま
え
る
と
、外
川
仙
人
堂
の
勧
請
地
域
は
、

出
羽
三
山
信
仰
も
盛
行
し
た
地
域
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。そ
こ
で
、

先
程
指
摘
し
た
三
山
塔
が
あ
る
我
孫
子
市
中
里
地
区
の
出
羽
三
山
信
仰
の

実
態
に
つ
い
て
事
例
を
提
示
し
て
み
よ
う
。

　
　

 　

中
里
で
の
出
羽
三
山
講
は
、奥お
う

州し
ゆ
う

講こ
う

と
称
し
、家
を
継
ぐ
男
子
は
、

講
に
入
り
三
山
に
必
ず
参
詣
す
る
べ
き
と
い
わ
れ
た
。
話
者
が
参
加

し
た
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
の
出
羽
三
山
参
詣
は
、
講
員

二
十
五
名
く
ら
い
の
う
ち
一
〇
名
ほ
ど
が
参
っ
た
。
出
立
の
前
に
参

詣
者
全
員
で
中
里
地
区
の
隣
、
中な
か

峠び
よ
う

地
区
に
鎮
座
す
る
足
尾
山
神

社
に
詣
で
た（

11
（

。
そ
の
後
、
餞
別
を
も
ら
い
、
周
遊
券
を
使
い
鉄
道
で

い
っ
た
。
順
路
は
、
ま
ず
石
巻
ま
で
行
き
一
泊
し
、
翌
日
、
金
華
山

に
詣
で
た
。
金
華
山
は
、
必
ず
参
拝
す
べ
き
場
所
と
意
識
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
後
、
陸
羽
西
線
の
狩
川
駅
ま
で
汽
車
に
乗
り
、
そ
こ
か
ら

手と
う
げ向

の
宿
坊
、
田
村
坊
ま
で
は
歩
い
て
い
っ
た
。
田
村
坊
は
、
毎
年

一
一
月
か
ら
三
月
頃
ま
で
千
葉
県
内
（
市
原
く
ら
い
ま
で
）
を
巡
廻

し
、
お
札
の
頒
布
及
び
祈
禱
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。
講
員
が
亡
く
な

る
と
、
墓
に
シ
バ
を
張
り
に
い
き
、
ボ
ン
テ
ン
を
立
て
、
献
杯
を
し

て
冥
福
を
祈
っ
た（

11
（

。
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こ
の
よ
う
に
昭
和
三
十
年
代
ご
ろ
ま
で
中
里
地
区
で
は
、
出
羽
三
山
講

が
組
織
さ
れ
、
参
詣
も
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
く
ら
い
を
境
に
し
て
参
詣
し
な
く

な
り
、
現
在
は
大
山
講
と
三
峰
講
以
外
は
、
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
よ
う

だ（
11
（

。

　

ま
た
、
事
例
８
も
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
か
ら
昭
和
五
十
三
年

（
一
九
七
八
）
ま
で
に
建
立
さ
れ
た
出
羽
三
山
塔
が
、
計
九
基
現
存
す
る

三
上
神
社
の
境
内
に
鎮
座
し
て
お
り
、
二
〇
年
く
ら
い
前
ま
で
講
を
組
ん

で
、
羽
黒
山
に
男
子
は
一
生
に
一
度
は
必
ず
参
拝
し
た
そ
う
で
あ
る（

1（
（

。
こ

の
事
例
も
出
羽
三
山
信
仰
が
盛
ん
で
あ
っ
た
地
へ
の
勧
請
で
あ
り
、
出
羽

三
山
信
仰
が
、
外
川
仙
人
堂
信
仰
の
展
開
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
千
葉
県
内
に
お
け
る
仙
人
権
現
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
。
ま

と
め
て
み
る
と
、子
ど
も
と
関
連
づ
け
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
地
域
が
多
く
、

特
に
疳
の
虫
除
け
が
利
益
の
中
心
で
あ
っ
た
。こ
れ
は
、「
ム
シ
ガ
ミ
サ
マ
」

と
い
う
通
称
に
も
反
映
さ
れ
て
お
り
、
疳
の
虫
除
け
に
利
益
の
あ
る
神
と

し
て
信
仰
が
特
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
仙
人
が
住

む
よ
う
な
幽
境
の
地
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
最
上
の
地
と
は
異
な
り
、
路
傍

や
ム
ラ
の
神
社
の
境
内
な
ど
に
石
祠
と
し
て
鎮
座
し
て
い
る
場
合
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
形
態
か
ら
鎮
座
し
て
い
る
地
域
の
人
々
を
中
心

に
信
仰
さ
れ
て
い
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。さ
ら
に
、勧
請
地
域
で
は
、

出
羽
三
山
信
仰
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
三
山
へ
の
参
詣
が
、
両
所

を
つ
な
ぐ
行
為
と
し
て
理
解
で
き
る
。
出
羽
三
山
参
詣
の
途
次
、
仙
人
堂

へ
も
参
拝
し
守
札
や
『
略
縁
起
』・「
略
絵
図
」
な
ど
を
受
け
て
く
る
こ
と

が
勧
請
の
契
機
と
な
っ
た
。
勧
請
の
後
は
、
出
羽
三
山
信
仰
と
は
別
に
、

疳
の
虫
除
け
に
利
益
が
あ
る
神
と
し
て
地
域
の
中
で
信
仰
を
醸
成
し
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
外
川
仙
人
堂
信
仰
の
展
開
に
つ
い
て
、
最
上
の
外
川
仙
人

堂
及
び
横
浜
と
千
葉
県
内
の
勧
請
事
例
を
確
認
し
な
が
ら
論
じ
て
み
た
。

そ
の
結
果
、
以
下
に
示
す
信
仰
的
展
開
を
遂
げ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。

　

ま
ず
、
舟
の
災
難
除
け
及
び
疳
の
虫
除
け
が
特
異
な
利
益
と
し
て
人
口

に
膾
炙
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
し
て
、
出
羽
三
山
参
詣
者
の

拝
所
及
び
「
羽
黒
道
者
錫
杖
振
り
は
じ
め
の
社
」
と
い
う
仙
人
堂
へ
の
認

識
は
、
関
東
地
方
か
ら
の
参
詣
者
が
記
し
た
道
中
記
の
中
で
こ
の
社
を
参
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拝
し
て
い
る
記
述
が
複
数
あ
る
こ
と
、『
略
縁
起
』
と
「
略
絵
図
」
の
中

で
守
札
を
配
札
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
参
詣
者
及
び

仙
人
堂
の
管
理
者
寿
命
院
双
方
で
意
識
さ
れ
て
い
た
蓋
然
性
は
高
い
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
寿
命
院
は
、
仙
人
堂
と
羽
黒
山
と
を
結
び
つ
け
る
由
来
を
盛
り

込
ん
だ
『
略
縁
起
』
を
制
作
し
、
近
隣
の
名
所
を
含
ん
だ
「
略
絵
図
」
も

版
行
し
た
。こ
れ
は
、説
話
や
伝
承
を
考
究
す
る
上
で
も
見
逃
し
が
た
い
。

羽
黒
山
と
の
結
び
つ
き
と
い
う
宗
教
的
な
事
柄
だ
け
で
な
く
、
賽
銭
に
ま

つ
わ
る
不
可
思
議
な
伝
承
、最
上
峡
と
い
う
特
異
な
自
然
、芭
蕉
の
発
句
、

義
経
伝
説
、
最
上
川
の
出
荷
舟
や
三
山
参
詣
者
を
送
る
舟
、「
柳
巻
の
子

籠
り
鮭
」
の
漁
の
様
子
な
ど
を
文
字
と
絵
に
よ
っ
て
寿
命
院
は
、
出
羽
三

山
参
詣
者
に
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
三
山
参
詣
者
は
こ
れ
を
持
ち
帰
り
、

講
中
の
人
々
に
対
し
「
略
絵
図
」
を
見
せ
『
略
縁
起
』
の
文
字
を
追
い
な

が
ら
自
ら
の
声
で
信
仰
及
び
こ
う
し
た
説
話
や
伝
承
も
伝
え
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
信
仰
や
伝
説
及
び
地
域
文
化
な
ど
が
、
声
・
文
字
・
図
像
と
い
う

三
者
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
結
果
、
外
川
仙
人
堂
は
、
こ
う
し
た
文
献
が
版
行
さ
れ
始
め
た

一
八
〇
〇
年
前
後
か
ら
幕
末
期
に
か
け
て
関
東
地
方
な
ど
遠
隔
地
に
お
い

て
、
信
仰
的
展
開
を
遂
げ
た
こ
と
が
本
稿
に
お
い
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

翻
っ
て
、
在
地
神
と
し
て
の
仙
人
堂
は
、
作
神
や
足
の
神
あ
る
い
は
舟

の
厄
難
除
災
な
ど
地
域
の
生
業
及
び
産
業
構
造
と
密
接
に
結
び
つ
く
形
で

信
仰
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
勧
請
さ
れ
た
地
域

に
視
点
を
移
す
と
、
横
浜
の
事
例
で
は
、
足
の
神
や
疳
の
虫
除
け
及
び
舟

の
除
災
な
ど
最
上
の
在
地
信
仰
と
重
な
る
形
で
信
仰
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ

は
、
保
土
ヶ
谷
地
域
の
近
世
末
期
か
ら
近
代
に
お
け
る
産
業
及
び
交
通
事

情
と
深
い
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

千
葉
の
事
例
で
は
、
複
数
の
利
益
を
持
つ
特
異
な
神
と
し
て
で
は
な
く
、

「
ム
シ
ガ
ミ
サ
マ
」
と
い
う
通
称
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
疳
の
虫
除
け
の

利
益
の
み
が
強
く
意
識
さ
れ
、
地
域
の
中
で
信
仰
的
展
開
を
遂
げ
て
い
た

こ
と
も
事
例
を
通
し
て
確
認
で
き
た
。

　

そ
し
て
、
外
川
仙
人
堂
勧
請
地
域
に
お
い
て
出
羽
三
山
信
仰
が
、
仙
人

堂
信
仰
の
展
開
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
も
具
体
的
に
指
摘
し
て
み
た
。
講

を
組
織
し
定
期
的
に
最
上
の
地
に
赴
く
行
為
は
、
仙
人
堂
へ
の
参
詣
に
も

つ
な
が
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
関
東
地
方
に
お
け
る
外
川
仙
人
堂
信
仰

は
、
出
羽
三
山
講
中
が
勧
請
の
先
導
役
と
な
り
、
地
域
の
産
業
基
盤
や
地

理
的
環
境
な
ど
と
も
密
接
に
関
わ
り
な
が
ら
、
舟
の
厄
難
除
災
や
疳
の
虫

除
け
に
利
益
が
あ
る
神
と
し
て
次
第
に
定
着
し
て
い
っ
た
と
結
論
づ
け
ら

れ
る
。

　

今
回
は
利
益
を
中
心
に
信
仰
の
展
開
を
論
じ
て
み
た
が
、
今
後
は
「
仙

人
堂
」
の
名
称
そ
の
も
の
と
関
わ
る
祭
神
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
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こ
の
信
仰
を
よ
り
総
体
的
に
把
握
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
作

業
を
経
る
こ
と
で
、外
川
仙
人
堂
の
信
仰
面
の
展
開
だ
け
で
な
く
、『
村
鑑
』

に
も
記
さ
れ
て
い
た
常
陸
坊
海
尊
伝
説
の
広
が
り
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。

注（1
） 

①
戸
川
安
章
『（
新
版
）
出
羽
三
山
修
験
道
の
研
究
』（
佼
成
出
版
社
、
一
九
八
六

年
。
初
出
は
、
一
九
七
三
年
）、
②
同
氏
『
出
羽
三
山
と
修
験
道
』（
岩
田
書
院
、

二
〇
〇
五
年
）、
③
同
氏
『
修
験
道
と
民
俗
宗
教
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）

な
ど
。

（
（
） 

①
岩
鼻
通
明
『
出
羽
三
山
信
仰
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』（
名
著
出
版
、

一
九
九
二
年
）、
②
同
氏
『
出
羽
三
山
の
文
化
と
民
俗
』（
岩
田
書
院
、
一
九
九
六

年
）、
③
同
氏
『
出
羽
三
山
信
仰
の
圏
構
造
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）、
④

同
氏『
出
羽
三
山
―
山
岳
信
仰
の
歴
史
を
歩
く
―
』（
岩
波
書
店
、二
〇
一
七
年
）。

（
（
） 

宮
家
準
『
羽
黒
修
験
―
そ
の
歴
史
と
峰
入
―
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
4
） 

前
掲
注
２
、
③
書
、
一
六
一
頁
。

（
（
） 

大
友
義
助
編
集
・
解
説
『
戸
沢
村
史
編
集
資
料
』
第
一
集
（
山
形
県
戸
沢
村
教
育

委
員
会
、
一
九
八
四
年
、
一
九
頁
）。

（
（
） 

大
友
義
助
『
仙
境
・
最
上
峡
―
歴
史
と
文
学
―
』（
戸
沢
村
教
育
委
員
会
、

二
〇
一
六
年
、
一
八
頁
）。

（
（
） 

①
青
木
友
弥「
保
土
ヶ
谷
の
外
川
神
社
―
お
仙
人
さ
ま
考
―
」（『
郷
土
よ
こ
は
ま
』

第
一
〇
五
号
、
横
浜
市
図
書
館
、
一
九
八
七
年
）、
②
飯
白
和
子
「
出
羽
三
山
信

仰
と
ム
ラ
の
人
々
―
旧
湖
北
村
を
中
心
に
―
」（『
我
孫
子
市
史
研
究
』
第
六
号
、

我
孫
子
市
教
育
委
員
会
、一
九
八
七
年
）、③
榎
本
正
三「
印
西
市
の
湯
殿
山
信
仰
」

（
印
西
市
教
育
委
員
会
市
史
編
さ
ん
室
編
『
印
西
の
歴
史
』
第
三
号
、
印
西
市
教

育
委
員
会
、
二
〇
〇
一
年
）、
④
石
田
年
子
「
野
田
市
の
山
岳
信
仰
①
―
石
造
物

に
見
る
野
田
地
方
の
出
羽
三
山
信
仰
―
」（『
千
葉
県
立
関
宿
城
博
物
館
研
究
報

告
』
第
九
号
、
千
葉
県
立
関
宿
城
博
物
館
、
二
〇
〇
五
年
）、
⑤
早
坂
政
広
『
外

川
神
社
の
歴
史
』
第
一
巻
（
自
刊
、
二
〇
〇
五
年
）、
⑥
石
田
年
子
「
最
上
川
か

ら
来
た
虫
神
様
・
仙
人
権
現
」（『
日
本
の
石
仏
』
第
一
三
二
号
、
日
本
石
仏
協
会
、

二
〇
〇
九
年
）。

（
（
） 

拙
稿
「
架
蔵
『
羽
州
最
上
村
山
郡
外
川
山
仙
人
堂
略
縁
起
』
―
関
東
に
お
け
る
出

羽
三
山
信
仰
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト
と
翻
刻
―
」（『
世
間
話
研
究
』
第
一
九
号
、

世
間
話
研
究
会
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
（
） 

大
友
義
助
『
最
上
の
伝
説
』（
東
北
出
版
企
画
、
一
九
八
一
年
、
一
六
〇
―

一
六
一
頁
）。
な
お
、
海
尊
伝
説
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
①
野
村
純
一
「
庚
申
の

夜
の
客
」（
野
村
純
一
著
作
集
編
集
委
員
会
編
『
野
村
純
一
著
作
集
』
第
一
巻
、

清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
〇
年
、
三
一
〇
―
三
三
八
頁
。
初
出
は
、
一
九
八
四
年
）、

②
野
村
純
一
「
椿
は
何
故
「
春
の
木
」
か
―
「
八
百
比
丘
尼
」
と
「
常
陸
坊
海
尊
」

―
」（
野
村
純
一
著
作
集
編
集
委
員
会
編
『
野
村
純
一
著
作
集
』
第
六
巻
、
清
文

堂
出
版
、
二
〇
一
二
年
、
一
三
三
―
一
六
七
頁
。
初
出
は
、
一
九
八
九
年
）、
③

拙
稿
「
常
陸
坊
海
尊
の
長
寿
伝
説
と
信
仰
―
東
北
地
方
の
青
麻
神
社
信
仰
を
中
心

に
―
」（『
口
承
文
芸
研
究
』
第
三
四
号
、
日
本
口
承
文
芸
学
会
、
二
〇
一
一
年
）

な
ど
を
参
照
。

（
10
） 

前
掲
注
５
書
、
五
二
―
七
九
頁
。

（
11
） 
原
淳
一
郎
『
近
世
寺
社
参
詣
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七
年
、
四
頁
）。

（
1（
） 
二
〇
〇
九
年
八
月
一
九
日
及
び
二
〇
一
七
年
五
月
三
日
、
筆
者
調
査
。

（
1（
） 
前
掲
注
７
、
⑤
書
、
二
四
頁
。

（
14
） 

大
友
義
助
「
解
説
新
田
本
『
新
庄
領
村
鑑
』
に
つ
い
て
」（『
郷
土
資
料
叢
書
』
第

八
輯
、
山
形
県
新
庄
図
書
館
、
一
九
七
五
年
、
五
頁
）。
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1（
） 
前
掲
注
14
書
、
五
二
頁
。
な
お
、
本
稿
で
は
、『
村
鑑
』
の
現
存
伝
本
の
中
で
寺

社
縁
起
に
つ
い
て
最
も
詳
細
な
記
述
を
持
つ
新
田
本
を
用
い
た
。
ま
た
、
欠
字
の

部
分
に
つ
い
て
、
吉
田
本
で
は
「
其
験
あ
る
こ
と
奇
妙
也
」（
嶺
金
太
郎
『
最
上

郡
資
料
叢
書
』
新
庄
市
教
育
委
員
会
、
一
九
七
五
年
、
一
八
六
頁
。
初
出
は
、

一
九
二
五
年
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
1（
） 

前
掲
注
６
書
、
一
二
―
一
三
頁
。

（
1（
） 

前
掲
注
６
書
、
一
三
頁
。
近
世
の
最
上
川
舟
運
に
つ
い
て
は
、
①
梅
津
保
一
「
最

上
川
舟
運
史
研
究
ノ
ー
ト
」（『
最
上
川
文
化
研
究
』
第
三
号
、
東
北
芸
術
工
科
大

学
東
北
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
五
年
）、
②
横
山
昭
男
『
最
上
川
舟
運
と

山
形
文
化
』（
東
北
出
版
企
画
、
二
〇
〇
六
年
）
で
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
1（
） 

前
掲
注
14
書
、
五
二
頁
。

（
1（
） 

前
掲
注
６
書
、
一
二
頁
。

（
（0
） 

浅
黄
喜
悦「
最
上
川
流
域
に
存
在
す
る
船
絵
馬
に
つ
い
て
」（『
最
上
川
文
化
研
究
』

第
二
号
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
東
北
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
四
年
、

二
〇
五
頁
）。

（
（1
） 

千
葉
県
立
関
宿
城
博
物
館
・
小
林
家
文
書
蔵「
外
川
仙
人
堂
勧
請
寄
付
願
」（
仮
題
）。

（
（（
） 

大
利
根
町
教
育
委
員
会
編
『
大
利
根
町
史　

民
俗
編
』（
大
利
根
町
、
一
九
九
九

年
、　

五
六
二
頁
）。

（
（（
） 『
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
』
巻
之
二
一
二
―
埼
玉
郡
之
一
四
（『
大
日
本
地
誌
大
系
』

第
一
四
巻
、
雄
山
閣
、
一
九
三
三
年
、
二
七
一
頁
）
及
び
埼
玉
県
編
『
武
蔵
国
郡

村
誌
』
第
一
二
巻
（
埼
玉
県
立
図
書
館
、
一
九
五
四
年
、
四
五
〇
―
四
五
一
頁
）。

（
（4
） 

大
蔵
村
史
編
集
委
員
会
編
『
大
蔵
村
史
・
史
料
編
』（
大
蔵
村
教
育
委
員
会
、

二
〇
〇
二
年
、
三
二
―
三
七
・
四
〇
頁
）。

（
（（
） 

前
掲
注
２
、
③
書
、
一
三
三
―
一
九
三
頁
。

（
（（
） 

袖
ヶ
浦
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
袖
ヶ
浦
町
史　

史
料
編
』
Ⅱ
（
袖
ヶ
浦
町
、

一
九
八
三
年
、
二
八
〇
頁
）。

（
（（
） 

袖
ヶ
浦
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
袖
ヶ
浦
市
史　

資
料
編
二　

近
世
』（
袖
ヶ
浦

市
、
一
九
九
八
年
、
四
四
〇
頁
）。

（
（（
） 

前
掲
注
９
、
大
友
著
作
に
同
じ
。

（
（（
） 

二
〇
一
七
年
五
月
五
日
、
筆
者
調
査
。
高
屋
地
区
出
身
の
男
性
（
一
九
三
六
年
生
）

か
ら
の
聞
き
書
き
。
大
友
氏
は
、「
虫
」
に
つ
い
て
「
稲
に
つ
く
病
虫
害
と
解
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。」（
大
友
義
助
『
最
上
の
山
の
語
り
―
信
仰
と
伝
承
―
』

自
刊
、
二
〇
〇
九
年
、
一
七
四
頁
）
と
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
戸
沢
村

真ま

柄が
ら

地
区
の
人
が
、
梅
雨
明
け
く
ら
い
の
時
期
に
仙
人
堂
に
雨
乞
い
と
豊
作
を

願
っ
て
参
拝
す
る
こ
と
が
地
区
の
風
習
と
し
て
一
〇
年
く
ら
い
前
ま
で
あ
っ
た
そ

う
で
あ
る
（
二
〇
一
七
年
五
月
六
日
、
筆
者
調
査
。
古
口
地
区
出
身
の
男
性

（
一
九
三
五
年
生
）
か
ら
の
聞
き
書
き
）。
よ
っ
て
、
作
神
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
（0
） 

大
友
義
助
「
山
形
県
北
部
地
方
の
サ
ン
ゲ
サ
ン
ゲ
行
事
に
つ
い
て
」（『
日
本
民
俗

学
』
第
八
八
号
、
日
本
民
俗
学
会
、
一
九
七
三
年
、
一
一
頁
）。

（
（1
） 

前
掲
注
（（
の
話
者（
一
九
三
五
年
生
）か
ら
調
査
後
手
紙
に
て
ご
教
示
を
受
け
た
。

（
（（
） 

な
お
、
前
掲
注
（0
論
文
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
事
例
中
、
戸
沢
村
に
隣
接
す
る
新
庄

市
本
合
海
・
同
市
仁
田
山
の
サ
ン
ゲ
サ
ン
ゲ
行
事
に
お
い
て
唱
和
さ
れ
る
拝
詞
の

中
で
出
羽
三
山
及
び
多
く
の
作
神
と
関
わ
る
霊
山
諸
山
諸
仏
と
し
て
仙
人
堂
は
呼

称
さ
れ
て
も
い
る
。

（
（（
） 

前
掲
注
14
書
、
五
一
頁
。「
仙
学
坊
」
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
未
詳
で
あ
る
。

（
（4
） 『
神
道
大
系　

神
社
編
』
第
三
二
巻
（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
二
年
、

四
〇
九
頁
）。

（
（（
） 

前
掲
注
８
論
文
に
同
じ
。

（
（（
） 『
神
道
大
系　

文
学
編
一　

神
道
集
』（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
八
年
、

一
二
一
―
一
二
六
頁
）。

（
（（
） 

朝
倉
治
彦
編
『
日
本
名
所
風
俗
図
会
』
一
（
角
川
書
店
、
一
九
八
七
年
、
三
八
九

頁
）。
な
お
、
寿
鶴
斎
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
未
詳
で
あ
る
。

（
（（
） 
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
蔵
（
請
求
記
号
は
、「
Ｓ
Ｌ
４
―
２
」）。
版
本
一
枚
（
裏
打
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ち
が
施
さ
れ
て
い
る
）。
料
紙
は
、
楮
紙
。
寸
法
は
、
縦
二
九
・
〇
セ
ン
チ
、
横

三
九
・
〇
セ
ン
チ
。
こ
の
略
絵
図
の
分
析
は
、
大
友
義
助
「「
最
上
郡
外
川
山
仙
人

堂
并
ニ
近
里
略
図
」
を
読
む
」（『
最
上
川
文
化
研
究
』
四
、
東
北
芸
術
工
科
大
学

東
北
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
六
年
、
一
三
―
二
四
頁
）
及
び
前
掲
注
６
書

（
七
一
―
七
六
頁
）
で
な
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
も
そ
の
記
述
に
拠
っ
た
と
こ
ろ
が

多
い
。

（
（（
） 

大
友
氏
は
、
略
絵
図
の
版
行
時
期
を
幕
末
頃
と
し
て
い
る
（
前
掲
注
（（
書
、

一
七
六
頁
）。
本
稿
で
は
、
第
一
節
に
お
け
る
検
討
及
び
『
略
縁
起
』
の
版
行
年

を
考
慮
し
て
、
一
八
〇
〇
年
前
後
を
「
略
絵
図
」
の
版
行
年
と
仮
定
し
論
を
進
め

る
。

（
40
） 

前
掲
注
（（
大
友
論
文
、
一
九
―
二
〇
頁
。

（
41
） 

前
掲
注
８
論
文
、
六
〇
頁
。

（
4（
） 

注
（（
に
同
じ
。

（
4（
） 

前
掲
注
６
書
、
一
四
頁
。

（
44
） 

照
井
長
柄
『
五
百
津
鉏
』（
山
形
県
神
職
会
西
田
川
郡
支
部
、
一
九
二
一
年
、

一
二
四
頁
）。

（
4（
） 

こ
れ
と
同
じ
伝
承
は
、
藤
原
相
之
助
「
奥
州
の
仙
人
伝
説
」（『
旅
と
伝
説
』
第
四

年
第
二
号
、
一
九
三
一
年
、
二
七
頁
）
で
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
4（
） 

羽
賀
祥
二
『
史
蹟
論
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
、
三
六
〇
―

三
六
五
頁
）。

（
4（
） 

前
掲
注
７
、
①
論
文
、
一
三
頁
。

（
4（
） 

西
海
賢
二「
出
羽
三
山
信
仰
の
地
域
的
展
開
―
出
羽
三
山
塔
の
造
立
か
ら
―
」（
同

氏
『
東
日
本
の
山
岳
信
仰
と
講
集
団
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
一
年
、
九
五
頁
）。

（
4（
） 

二
〇
〇
九
年
七
月
三
一
日
、
筆
者
調
査
。
な
お
、
摩
滅
な
ど
の
箇
所
は
、
前
掲
注

７
、
①
論
文
（
二
四
頁
）
の
翻
刻
に
従
っ
た
。

（
（0
） 

宮
家
準
「
近
世
に
お
け
る
羽
黒
一
山
」（
前
掲
注
３
書
、
八
七
頁
）。

（
（1
） 

宮
家
準
「
羽
黒
修
験
の
地
方
組
織
」（
前
掲
注
３
書
、
一
一
〇
頁
）。

（
（（
） 『
羽
黒
町
史
』
上
巻
（
羽
黒
町
、
一
九
九
一
年
、
八
八
九
―
八
九
〇
頁
）。

（
（（
） 

注
4（
に
同
じ
。

（
（4
） 

注
4（
に
同
じ
。

（
（（
） 

栗
原
清
一
『
舌
栗
毛
保
土
ヶ
谷
め
ぐ
り
』（
横
浜
郷
土
史
研
究
会
、
一
九
三
三
年
、

二
四
頁
）。

（
（（
） 

二
〇
〇
九
年
八
月
二
十
七
日
、
筆
者
調
査
。
保
土
ヶ
谷
出
身
の
男
性
（
一
九
三
七

年
生
）
か
ら
の
聞
き
書
き
。

（
（（
） 

斉
藤
司
「
解
説
『
東
海
道
保
土
ヶ
谷
宿
資
料
集
』
所
収
資
料
に
つ
い
て
」（『
東
海

道
保
土
ヶ
谷
宿　

資
料
集
』
横
浜
市
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
一
年
、
六
―
七
頁
）。

（
（（
） 『
東
海
道
保
土
ヶ
谷
宿
』（
横
浜
市
歴
史
博
物
館
、二
〇
一
一
年
、二
二
・
二
八
頁
）。

（
（（
） 

二
〇
〇
九
年
八
月
二
十
九
日
、
筆
者
調
査
。

（
（0
） 

前
掲
注
７
、
⑥
論
文
、
一
六
頁
。

（
（1
） 

事
例
３
・
６
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
九
年
九
月
二
六
日
、
印
西
市
大
森
地
区
在
住

の
男
性
（
一
九
三
四
年
生
）
及
び
同
市
泉
地
区
在
住
の
女
性
（
一
九
五
五
年
生
）

か
ら
の
聞
き
書
き
。
事
例
1（
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
九
年
九
月
二
〇
日
、
同
市
小

林
地
区
在
住
の
男
性
（
一
九
五
〇
年
生
）
か
ら
の
聞
き
書
き
。

（
（（
） 

二
〇
〇
九
年
九
月
二
〇
日
、
筆
者
調
査
。
外
川
神
社
を
管
理
す
る
お
宅
の
女
性

（
一
九
五
九
年
生
）
か
ら
の
聞
き
書
き
。

（
（（
） 

菅
井
敬
之
助
『
湖
北
村
誌
』（
湖
北
村
役
場
、
一
九
二
〇
年
、
一
六
五
頁
）。

（
（4
） 

東
日
本
の
出
羽
三
山
塔
に
つ
い
て
は
、
西
海
賢
二
「
東
日
本
の
出
羽
三
山
塔
一
覧
」

（
前
掲
注
4（
書
所
収
）
を
参
照
。
こ
の
中
で
西
海
は
、
岩
手
・
宮
城
・
秋
田
・
茨
城
・

埼
玉
・
千
葉
・
東
京
・
神
奈
川
の
各
都
県
で
一
四
三
四
基
の
三
山
塔
を
確
認
し
て

い
る
が
、
こ
の
中
に
出
羽
三
山
と
「
外
川
仙
人
大
権
現
」
を
併
記
す
る
も
の
は
見

出
せ
な
い
。

（
（（
） 
注
4（
に
同
じ
。

（
（（
） 

立
野
晃
「
出
羽
三
山
講
と
行
人
」（
千
葉
県
史
料
研
究
財
団
編
『
千
葉
県
の
歴
史

　

通
史
編　

近
世
』
二
、千
葉
県
、
二
〇
〇
八
年
、
八
二
〇
―
八
二
一
頁
）。
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） 
立
野
以
外
の
千
葉
県
内
に
お
け
る
出
羽
三
山
信
仰
の
主
要
な
研
究
は
、
宮
本
袈
裟

雄「
関
東
の
出
羽
三
山
講
」（
同
氏『
里
修
験
の
研
究
』岩
田
書
院
、二
〇
一
〇
年
、

二
五
六
―
二
七
四
頁
。
初
出
は
、
一
九
七
九
年
）、
岡
倉
捷
郎
「
関
東
に
お
け
る

出
羽
三
山
信
仰
―
そ
の
分
布
と
三
山
講
の
性
格
・
諸
相
―
」（『
ま
つ
り
』
第
三
八

号
、
一
九
八
一
年
、
一
五
―
四
八
頁
）、
菅
根
幸
裕
「
出
羽
三
山
講
」（
千
葉
県
史

料
研
究
財
団
編
『
千
葉
県
の
歴
史　

別
編　

民
俗
』
Ⅰ
、
千
葉
県
、
一
九
九
九
年
、

四
〇
〇
―
四
一
〇
頁
）、川
上
華
子「
出
羽
三
山
講
の
研
究
―
木
更
津
市
中
島
の「
梵

天
立
て
」
を
中
心
に
―
」（『
伝
承
文
化
研
究
』
第
七
号
、
國
學
院
大
學
伝
承
文
化

学
会
、
二
〇
〇
八
年
、
一
一
〇
―
一
一
七
頁
）、
對
馬
郁
夫
『
房
総
に
息
づ
く
出

羽
三
山
信
仰
の
諸
相
』（
自
刊
、
二
〇
一
一
年
）、「
房
総
の
出
羽
三
山
信
仰
」
映

像
記
録
作
成
委
員
会
編
『
映
像
記
録　

房
総
の
出
羽
三
山
信
仰　

解
説
書
』（
千

葉
県
伝
統
文
化
再
興
事
業
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
一
年
）、
小
林
裕
美
「
梵
天
に

見
る
房
総
の
出
羽
三
山
信
仰
の
現い

在ま

」（『
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
研
究
報
告
』
第

一
三
巻
第
一
号
、
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
、
二
〇
一
二
年
、
一
―
八
一
頁
）、
岩

鼻
通
明『
出
羽
三
山
―
山
岳
信
仰
の
歴
史
を
歩
く
―
』（
岩
波
書
店
、二
〇
一
七
年
、

一
〇
〇
―
一
〇
二
頁
）
な
ど
が
あ
る
。

（
（（
） 

こ
の
神
社
は
現
在
も
、
足
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
お
り
（
二
〇
一
七
年
八
月
六

日
、
筆
者
調
査
）、
旅
の
安
全
を
祈
願
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
（（
） 

二
〇
一
七
年
八
月
六
日
、
筆
者
調
査
。
我
孫
子
市
中
里
地
区
在
住
の
男
性

（
一
九
三
七
年
生
）
か
ら
の
聞
き
書
き
。
話
者
の
祖
父
は
、
敬
愛
講
社
中
の
一
人

で
あ
り
、
芳
名
も
三
山
塔
に
刻
字
さ
れ
て
い
る
。

（
（0
） 

二
〇
一
七
年
八
月
六
日
、
筆
者
調
査
。
我
孫
子
市
中
里
地
区
在
住
の
男
性

（
一
九
五
二
年
生
）
か
ら
の
聞
き
書
き
。

（
（1
） 

二
〇
一
七
年
四
月
一
三
日
、
筆
者
調
査
。
星
久
喜
町
在
住
の
男
性
か
ら
の
聞
き
書

き
。


